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違
う
こ
と
か
ら
見
え
る
本
市
の
ま

ち
づ
く
り
に
対
し
て
の
活
発
な
意

見
が
飛
び
交
い
ま
し
た
。

今
回
の
意
見
交
換
会
を
通
じ
て

事
業
者
の
切
実
な
声
を
聞
く
こ
と

が
で
き
、
そ
れ
に
ど
う
応
え
て
い

く
の
か
は
今
後
の
課
題
で
あ
り
ま

す
。今

後
も
議
会
と
し
て
は
様
々
な

方
と
の
意
見
交
換
会
を
実
施
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。　
　
　
　
　
（
山
名
正
晃
）

［
部
活
動
地
域
移
行
に
つ
い
て
］

２
日
目
は
部
活
動
の
地
域
移
行

の
推
進
モ
デ
ル
に
選
ば
れ
た
滋
賀

県
彦
根
市
に
あ
る「
稲い

な

枝え

中
学
校
」

の
取
組
を
彦
根
市
役
所
に
て
聞
き

ま
し
た
。
以
前
か
ら
地
域
指
導
者

が
い
た
こ
と
や
地
域
性
も
あ
り

「
部
活
動
の
地
域
移
行
が
な
さ
れ

る
と
こ
う
な
る
」
と
い
う
こ
と
が

見
え
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
本

市
に
お
い
て
同
じ
こ
と
が
可
能
か

と
問
わ
れ
る
と
疑
問
で
あ
り
、
本

市
独
自
の
や
り
方
を
見
出
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
は
な
い
か
と
感

じ
ま
し
た
。
令
和
５
年
度
か
ら
一

部
の
中
学
校
に
て
本
格
的
な
部
活

動
の
地
域
移
行
に
入
っ
て
い
く
予

定
で
す
。　
　
　
　
（
山
名
正
晃
）

１
月
27
日
に
総
社
商
工
会
議
所

に
て
総
社
商
工
会
議
所
の
皆
様
と

産
業
建
設
委
員
会
と
の
意
見
交
換

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
内
中
小
事
業
者
等
の
現
状
を

知
り
た
い
と
、
委
員
外
議
員
も
多

数
出
席
し
ま
し
た
。

会
議
所
に
寄
せ
ら
れ
た
事
業
者

の
皆
様
の
声
と
し
て
「
原
材
料
費

の
値
上
が
り
に
対
し
て
、
価
格
の 

上
乗
せ
や
転
嫁
が
す
ぐ
に
は
難
し 

い
」
こ
と
や
「
円
安
の
影
響
」「
燃 

料
費
が
上
が
り
、
売
上
げ
が
上

が
っ
て
も
利
益
が
あ
ま
り
出
な

い
」「
求
人
を
出
し
て
も
人
が
来

ず
、
人
手
不
足
に
陥
っ
て
い
る
」

そ
し
て
最
も
多
か
っ
た
声
が
「
電

気
代
の
値
上
げ
に
よ
る
経
営
圧

迫
」
で
あ
り
１
・
３
倍
か
ら
２
倍

近
く
ま
で
上
が
り
利
益
が
圧
迫
さ

れ
、
こ
れ
か
ら
の
経
営
に
も
影
響

が
出
て
い
る
こ
と
等
が
挙
げ
ら
れ

ま
し
た
。

そ
の
後
、
参
加
し
た
委
員
、
議

員
か
ら「
移
住
と
創
業
に
つ
い
て
」

を
テ
ー
マ
に
一
人
２
分
以
内
で
発

表
。
そ
れ
ぞ
れ
の
見
方
や
立
場
が

１
月
17
日
か
ら
18
日
に
か
け
て

行
政
視
察
を
実
施
し
ま
し
た
。

［
義
務
教
育
学
校
に
つ
い
て
］

１
日
目
は
大
阪
府
和
泉
市
に
あ

る
小
中
一
貫
の
義
務
教
育
学
校

「
南
松
尾
は
つ
が
の
学
園
」
を
訪

れ
ま
し
た
。

学
園
内
の
案
内
と
全
体
説
明
が

あ
り
、
そ
の
中
で
中
学
生
（
後
期

課
程
）
が
小
学
生
（
前
期
課
程
）

と
共
に
学
ぶ
こ
と
で
切
磋
琢
磨
し

合
う
良
い
作
用
を
も
た
ら
し
て
い

る
点
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。
ま
だ

ま
だ
課
題
も
あ
る
と
の
こ
と
で
し

た
が
、
本
市
で
も
昭
和
地
区
に
義

務
教
育
学
校
を
開
設
す
る
予
定
で

あ
り
、
今
回
の
視
察
内
容
も
活
か

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。１日目　大阪府和泉市にて

総社商工会議所　会議室にて

２日目　滋賀県彦根市にて

１
月
臨
時
市
議
会

１
月
臨
時
市
議
会
が
１
月
12
日

に
開
会
し
、
報
告
１
件
、
議
案
３

件
を
審
査
し
ま
し
た
。

□
新
庁
舎
建
設
工
事
請
負
契
約
締

結
に
つ
い
て
、
全
会
一
致
で
可
決

し
ま
し
た
。

２
月
定
例
市
議
会

２
月
定
例
市
議
会
が
２
月
28
日

に
開
会
し
、
議
案
34
件
、
同
意
８

件
、
意
見
１
件
、
陳
情
１
件
を
審

査
し
、
３
月
23
日
閉
会
し
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
予
算

一
般
会
計
３
０
４
億
２
千
万
円
、

特
別
会
計
１
５
１
億
７
千
万
円
、

企
業
会
計
64
億
３
５
０
０
万
円
、

計
５
２
０
億
２
５
０
０
万
円
を
可

決
し
ま
し
た
。
一
般
会
計
の
主
な

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

□
子
育
て
支
援
・
教
育
関
連
と
し

て
、
障
が
い
児
施
設
通
所
費
等
支

給
事
業
約
５
億
２
千
万
円
、
山
手

保
育
園
の
認
定
こ
ど
も
園
化
に
と

も
な
う
補
助
金
約
２
億
９
千
万
円
、 

小
児
医
療
費
支
給
事
業（
今
年
度

か
ら
中
学
生
ま
で
全
額
公
費
負
担
）

約
２
億
８
千
万
円
、
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
関
連
約
２
億
３
千
万
円
、

幼
稚
園
一
般
経
費（
今
年
度
か
ら 

幼
稚
園
給
食
開
始
）約
２
億
円
、
出

産
・
子
育
て
応
援
給
付
金
約
６
千

万
円
、
地
域
部
活
動
推
進
事
業
約

１
４
０
０
万
円
、
義
務
教
育
学
校

準
備
経
費
１
０
０
万
円
、
移
動
式

赤
ち
ゃ
ん
の
駅
関
連
70
万
円
な
ど
。

□
医
療
・
福
祉
関
連
と
し
て
、
病

院
施
設
整
備
補
助
金
９
億
８
千
万

円
、
生
活
保
護
経
費
約
７
億
３
０

０
万
円
、
障
が
い
者
地
域
生
活
支

援
事
業
約
１
億
５
千
万
円
な
ど
。

□
環
境
・
衛
生
関
連
と
し
て
、
農

業
集
落
排
水
事
業
補
助
金
約
１
億

６
千
万
円
、
電
気
自
動
車
等
導
入

費
助
成
金
１
５
０
０
万
円
、
動
物

愛
護
事
業（
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
装

着
補
助
等
）約
２
０
０
万
円
な
ど
。

□
農
林
業
・
商
工
観
光
関
連
と
し

て
、
長
良
排
水
機
ポ
ン
プ
増
設
工

事
約
１
億
３
千
万
円
、
そ
う
じ
ゃ

の
お
米
支
援
補
助
金
３
千
２
０
０

万
円
、
担
い
手
育
成
支
援
事
業
約

３
千
万
円
、
旧
堀
邸
等
修
繕
料
約

２
千
万
円
、
新
設
市
民
農
園
造
成

工
事
費
３
０
０
万
円
な
ど
。

□
土
木
関
連
と
し
て
、
泉
〜
国
道

１
８
０
号
バ
イ
パ
ス
〜
東
総
社
駅

南
北
道
整
備
約
１
億
１
千
万
円
、

市
道
清
音
神
在
本
線
〜
県
道
宍
粟

真
備
線
南
北
道
整
備
約
９
８
０
０

万
円
、
国
道
４
２
９
号
〜
県
道
総

社
足
守
線
南
北
道
拡
幅
工
事
６
３

０
０
万
円
、
公
園
管
理
経
費
約
１

億
１
千
万
円
、
市
営
住
宅
管
理
・

整
備
関
連
約
１
億
２
千
万
円
な
ど
。

□
消
防
・
災
害
対
策
関
連
と
し
て
、

消
防
団
員
報
酬
約
４
９
０
０
万
円
、

美
袋
排
水
路
整
備
関
連
約
１
千
万

円
な
ど
。

予
算
以
外
の
諸
議
案

□
消
防
団
員
の
処
遇
改
善
の
た
め
、

報
酬
及
び
費
用
弁
償
を
国
の
示
し

た
基
準
額
相
当
に
改
正
す
る
案
を

可
決
し
ま
し
た
。

□
出
産
育
児
一
時
金
の
支
給
額
を

引
き
上
げ
る
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

□
医
療
費
給
付
の
範
囲
を
広
げ
、

中
学
生
の
外
来
受
診
自
己
負
担
を

無
償
と
す
る
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

□
高
梁
川
の
出
水
に
よ
る
危
険
の

著
し
い
地
域
を
災
害
危
険
地
域
と

指
定
し
、
建
築
制
限
が
可
能
に
な

る
条
例
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

同
意
・
意
見
案
件

□
政
策
監
に
難な

ん

波ば

敏と
し

文ふ
み

氏
を
任
命

す
る
こ
と
に
同
意
。

□
教
育
長
に
久く

山や
ま

延の
ぶ

司し

氏（
再
任
）

を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
。

□
教
育
委
員
会
委
員
に
三み

宅や
け

眞ま

砂さ

子こ

氏（
再
任
）を
任
命
す
る
こ
と

に
同
意
。

□
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
に
秋あ

き

山や
ま

伸し
ん

氏（
再
任
）、
西に

し

本も
と

憲け
ん

次じ

氏（
再
任
）、
横よ

こ

田た

修お
さ
む

氏（
再

任
）、
横よ

こ

浦う
ら

貴た
か

之ゆ
き

氏
、
渡わ

た

邊な
べ

康や
す

晴は
る

氏
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
。

□
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
に
髙た

か

谷や

智と
も

子こ

氏
を
推
薦
す
る
意
見
に
同
意
。

す
べ
て
の
付
議
案
件
の
審
議
結

果
に
つ
い
て
は
、
次
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

令
和
５
年
度
一
般
会
計
３
０
４
億
２
千
万
円

特
別
・
企
業
会
計
を
合
わ
せ
た
５
２
０
億
２
５
０
０
万
円
を
可
決

２
年
連
続

過
去
最
高

特
集
①　
文
教
福
祉
委
員
会　
行
政
視
察
レ
ポ
ー
ト

特
集
②　
総
社
商
工
会
議
所
と
の
意
見
交
換
会

１
月
臨
時
・
２
月
定
例
市
議
会
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森 安 健 一

　　今回のマラソン
総括すれば80点の
評価だ

　　そうじゃ吉備路
マラソン４年ぶりの
開催にあたり結果及
び成果はどうか

問改善点、安全面、参加者など過去の大
会に比べてどうか。
市長 改善点、安全面。スタートブロック
制Ａ、Ｂ、Ｃスタートを取り入れた。ハー
フについてはスタート時間を変えた。参加
者については１万２千人上限のところ7,321
人しか集まらなかった。理由としてコロナ
禍また参加費用を大幅に値上げをしたため。
問今回フルマラソン、ハーフマラソン、
10Kmに絞ったのはなぜか。
市長 コロナ対応もあり、また岡山県陸上
競技連盟の指示もあり、まだ子どもが集
まって走ることはいかがなものかとの事で
３種目に絞った。
問次回大会へ向けてはどうか。
市長 我々が目指すのは、市民マラソンで
あり多くの皆さんが集まって喜び合うマラ
ソンをする。次回は子ども向けの種目を復
活させたい。
伴走型相談支援について
問出産・子育て応援給付金支給事業につ
いてどのように発信しているか。
市長 ホームページや冊子で発信し、これ
までに申請された方は823人である。
問今後も、毎年継続するのか。
市長 国の方針次第で次回議会で議論する。
問伴走型子育て支援体制については。
市長 子育て支援は地域ぐるみで考えていく。

番　　号 件　　　　　名 結　　果
議 案 第 4 号 岡山市及び総社市における連携中枢都市圏形成に係る連携協約の変更について 原 案 可 決
議 案 第 5 号 総社市消防団員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正について 原 案 可 決
議 案 第 6 号 総社市国民健康保険条例の一部改正について 原 案 可 決
議 案 第 7 号 総社市障害者福祉事業野田基金条例の一部改正について 原 案 可 決
議 案 第 8 号 総社市小児医療費給付条例の一部改正について 原 案 可 決
議 案 第 9 号 総社市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正について 原 案 可 決
議 案 第 10 号 総社市立学校条例及び総社市立幼稚園条例の一部改正について 原 案 可 決
議 案 第 11 号 総社市放課後児童クラブ施設条例の一部改正について 原 案 可 決
議 案 第 12 号 総社市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について 原 案 可 決
議 案 第 13 号 総社市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について 原 案 可 決
議 案 第 14 号 総社市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部改正について 原 案 可 決
議 案 第 15 号 総社市こども夢応援藤井基金条例の制定について 原 案 可 決
議 案 第 16 号 総社市工場立地法地域準則条例の制定について 原 案 可 決
議 案 第 17 号 総社市道路占用料徴収条例の一部改正について 原 案 可 決
議 案 第 18 号 総社市高梁川出水災害危険区域に関する条例の制定について 原 案 可 決
議 案 第 19 号 総社市手数料条例の一部改正について 原 案 可 決
議 案 第 20 号 総社市営住宅条例の一部改正について 原 案 可 決
議 案 第 21 号 総社市農業集落排水処理施設条例の一部改正について 原 案 可 決
議 案 第 22 号 総社市公共下水道条例の一部改正について 原 案 可 決
議 案 第 23 号 総社市墓地等の経営の許可等に関する条例の一部改正について 原 案 可 決
議 案 第 24 号 令和 4 年度総社市一般会計補正予算（第 11 号） 原 案 可 決
議 案 第 25 号 令和 4 年度総社市国民健康保険特別会計補正予算（第 3 号） 原 案 可 決
議 案 第 26 号 令和 4 年度総社市後期高齢者医療特別会計補正予算（第 2 号） 原 案 可 決
議 案 第 27 号 令和 4 年度総社市国民宿舎事業費特別会計補正予算（第 2 号） 原 案 可 決
議 案 第 28 号 令和 5 年度総社市一般会計予算 原 案 可 決
議 案 第 29 号 令和 5 年度総社市国民健康保険特別会計予算 原 案 可 決
議 案 第 30 号 令和 5 年度総社市後期高齢者医療特別会計予算 原 案 可 決
議 案 第 31 号 令和 5 年度総社市介護保険特別会計予算 原 案 可 決
議 案 第 32 号 令和 5 年度総社市国民宿舎事業費特別会計予算 原 案 可 決
議 案 第 33 号 令和 5 年度総社市水道事業会計予算 原 案 可 決
議 案 第 34 号 令和 5 年度総社市工業用水道事業会計予算 原 案 可 決
議 案 第 35 号 令和 5 年度総社市下水道事業会計予算 原 案 可 決
議 案 第 36 号 市道の路線認定について 原 案 可 決
議 案 第 37 号 市道の路線廃止について 原 案 可 決
同 意 第 1 号 政策監の任命に関する同意を求めることについて 同 意
同 意 第 2 号 教育長の任命に関する同意を求めることについて 同 意
同 意 第 3 号 教育委員会委員の任命に関する同意を求めることについて 同 意
同 意 第 4 号 固定資産評価審査委員会委員の選任に関する同意を求めることについて 同 意
同 意 第 5 号 固定資産評価審査委員会委員の選任に関する同意を求めることについて 同 意
同 意 第 6 号 固定資産評価審査委員会委員の選任に関する同意を求めることについて 同 意
同 意 第 7 号 固定資産評価審査委員会委員の選任に関する同意を求めることについて 同 意
同 意 第 8 号 固定資産評価審査委員会委員の選任に関する同意を求めることについて 同 意
意 見 第 1 号 人権擁護委員の候補者の推薦に関する意見を求めることについて 推 薦 に 同 意
陳 情 第 1 号 総社市電気自動車等導入費助成金に関する陳情 不 採 択

番　　号 件　　　　　名 結　　果
報 告 第 1 号 地方自治法第 180 条第 1 項の規定による専決処分について 報告を受けた
議 案 第 1 号 工事請負契約の締結について（総社市新庁舎（庁舎棟・議会棟）建設工事【建築主体工事】） 原 案 可 決
議 案 第 2 号 工事請負契約の締結について（総社市新庁舎（庁舎棟・議会棟）建設工事【電気設備工事】） 原 案 可 決
議 案 第 3 号 工事請負契約の締結について（総社市新庁舎（庁舎棟・議会棟）建設工事【機械設備工事】） 原 案 可 決

令和５年２月定例総社市議会  付議事件採決一覧表

令和5年1月臨時総社市議会  付議事件採決一覧表

令和５年２月定例総社市議会で賛否の分かれた議案等に対する賛否状況

〔凡例〕○：賛成　×：賛成でない　退：退出　欠：欠席
・ 賛否の確認は、議長及び事務局職員の目視により行っています。 ・ 村木理英議員は、議長のため採決には加わりません。

� 議員名

議案等

山
名
正
晃

太
田
善
介

荒
木
将
之
介

小
野
耕
作

森
安
健
一

仁
熊　

進

山
田
雅
徳

溝
手
宣
良

三
上
周
治

萱
野
哲
也

三
宅
啓
介

岡
崎
亨
一

深
見
昌
宏

小
川
進
一

髙
谷
幸
男

小
西
利
一

津
神
謙
太
郎

頓
宮
美
津
子

加
藤
保
博

山
口
久
子

剣
持
堅
吾

議
決
結
果

議案第28号 令和5年度総社市一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 可決

陳 情 第 1 号 総社市電気自動車等導入費助成
金に関する陳情 × × × × × × × ○ × ○ × × × × × × × × × × × 不採択

一 般 質 問

２月定例市議会

議長交際費執行状況

支出区分 支出年月日 支出金額 支出先等

土産等 1/10 15,976 行政視察先（文教福祉委
員会・総務生活委員会）

土産等 1/10 3,532 オンライン視察先（議員
研修会）

土産等 1/23 7,988 行政視察先（議会運営委
員会）

4月からの累計 83,875

（単位：円）

「総社市議会議長交際費の支出基準及び公表に関する要綱」
に基づき、議長の交際費の執行状況を公表します。

［令和4年12月～令和5年1月分］
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そうじゃ  議会だより  2023年（令和５年）５月 そうじゃ  議会だより  2023年（令和５年）５月

問 問問 問

答 答答 答

三 宅 啓 介

　　明確に示せるも
の、答えづらいもの
があるが FM（施設
管理）計画は作る

　　公共施設の建て
替えや市有地活用な
ど長期計画を作るべ
きと考えるがどうか

山 名 正 晃

　　その考え方には
賛成であるが、利用頻
度を上げるための営
業努力も必要である

　　施設や市道、公
園、イベントへのネー
ミングライツ制度を
導入してはどうか

　　再開園できるよ
う全力で頑張りたい

　　神在幼稚園の休
園についてはどうか

三 上 周 治

　　私の理解が間
違っていたらお詫び
申しあげるが、市外か
らとは思っていない

　　昨年６月の病院
施設補助金交付要綱
だが、市長の考えは
おかしい

萱 野 哲 也

物価（電気ガス含む）高騰対策について
問物価高騰の市民生活などへの影響をど
う捉えているか。
市長 かなり深刻なことだと認識している。
問特に家庭への対策は必要と考えるがど
うか。
市長 いろいろ考えてやっていきたい。
問事業所への対策はどのようなものを考
えているか。
市長 深刻な状況を打破するための対策を
提案したいと考えている。
問公共施設の電気代高騰にはどう対応し
ているか。
市長 市庁舎の電気代は令和４年度予算が
1,685万円、令和５年度予算は3,607万円
で約２倍となっている。公共施設合算では
令和４年度の2.8億円が、令和５年度で
4.4億円となり1.6億円の増加となってい
る。対策として休憩時間中の消灯、空調機
の使用時間制限、市庁舎では最大需要電力
を監視し超過しないように取り組んでいる。
道路整備と交通施策について
問 国道180号線バイパスの部分開通に
より交通事故など新たな課題はあるか。
市長 信号機の無い交差点を通過する学生
が多いと連絡があったので教育委員会を通
じて啓発を行っている。

市営住宅跡地について
問市営住宅跡地の児童館活用はどうか。
市長 市営住宅跡地は売却の方針である。
児童館については新たな議論になると思う。
まちづくりについて
問新しい住宅地に防犯灯がついていない。
市長 防犯灯設置には各学校区の地域づく
り協議会に自由枠交付金が割り当てられて
いるので是非とも相談をしてもらいたい。
デジタル化について
問本市のデジタル化の方向性はどうか。
市長 市民の利便性向上はもちろんのこと、
職員の仕事量削減から市民への新たな取組
に繋げることが目標である。
問教育現場のデジタル化状況はどうか。
教育長 教職員は校務支援ソフトでペーパー
レス化、成績処理を行い、児童生徒は学習
アプリやデジタル教科書を導入。学校、教員
による差はあるが活用状況は向上している。
本年４月から端末持ち帰りも実施していく。
問出欠連絡や脱プリントの状況はどうか。
教育長 幼稚園、小中学校一斉に新連絡シ
ステムを導入するので研究をしていきたい。
問不登校、自主休校児童生徒に対してICT
教材を活用した出席扱いの考えはないか。
教育長 出席扱いとなるための要件を満た
せるようにしたい。プログラムを通じて社
会的自立も目指していきたいと考えている。

神在幼稚園の休園について
問率直な思いはどうか。
市長 私の責任であり責任を痛感している。
教育長 様々な工夫で教育を行ってきたが
休園は残念で地域の方々に申し訳ない。１
年で終わらせたい。
問今後について、どのように考えているか。
教育長 復活に向けて預かり保育の実施や
小学校区の弾力化や特区、未就園児の保護
者へのアプローチなどを考えていきたい。
問全域での対応はどのように考えている
のか。
教育長 令和５年度入園希望者は前年度比
40人のプラスで695人、しかし小規模園
では一桁で今後、早期に拡大総合教育会議
を開催したい。
問ロングタイム幼稚園とは何か。
市長 保育園と同様に８時から18時まで
長い時間預かれる魅力ある幼稚園を作りた
い。
人材育成について
問コミュニケーションに問題はないか。
市長 秘書室職員に迷惑がかからないよう
に気を付けてまいりたい。
公務とプライベートの認識について
問市長のSNSの発信の準備を公務員で
ある職員が行っているがどうか。
市長 以後、気をつけます。

市長 議員が言うように私の答弁が間違い
である。
問当時の補助要綱に基づいて議決した議
員に対してはどうか。
市長 議員各位にお詫び申し上げる。
清音・山手の合併後の行政運営について
問合併時に決められた事業についてでき
ていないのはなぜか。
市長 財政的にできなかった。
問財政見通しも立てての約束ではないか。
市長 清音生涯学習センターは夢を叶えた
いと思っている。
問夢が計画でいいのか。
市長 計画には願いや夢があっていい。
問昨年６月に地元議員が「生涯学習セン
ター基金の運用益で跡地利用してくれ。逸
脱しているとは思っていない。」と質問を
したがこれは逸脱ではなくて法令違反だ。
生涯学習センター建設基金条例には、建設
推進が目的となっており、運用益も基金に
編入と定められている。

「生涯学習センター基金を切り崩せ」と言っ
たわけで生涯学習センターはいらないとい
うことではないか。
市長 検討に値する。
問新市まちづくり計画を考え直してはど
うか。
市長 地元の意見を聞く。
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そうじゃ  議会だより  2023年（令和５年）５月 そうじゃ  議会だより  2023年（令和５年）５月

問 問問 問

答 答答 答

　　人口問題につい
て

　　人口減少に対応
する部署を早急に設
置する

小 西 利 一 山 田 雅 徳

　　SNS を活用す
ることが市の情報発
信力に繋がる。前向き
に進めてまいりたい

　　情報発信のみの
総社市公式 L INE を
一方通行から双方向
へ充実するべきだ

荒 木 将 之 介

　　難しい問題だが、
様々な手立てを講じ
てできる限り進めて
いく

　　農振農用地につ
いても地区計画やそ
の他の開発を行って
いく考えはあるか

　　全会一致で条例
の議案が否決された
が感想はどうか

　　否決は残念で
あったが責任を感じ
ている

加 藤 保 博

問人口減少地域に対してこれまでの政策
は効果があったのか。
市長 特区制度は一定の効果はあったがこ
れからは新しいステージを考えていく。
問人口減少地域の空き家を利用して移住
の促進を図ってはどうか。
市長 全市での空き家調査が終わりその状
況を把握して子育て、定住、土地対策など
横断的に取り組む人口減少に対応する部署
を設置する。
問人間ドックの検査推進について現状の
ままで良いと思うのか。
市長 健康づくりの基本的部分であるので、
現状のままではダメだと思っている。もっ
と啓発活動、PR に努めるべきだと思う。
問人間ドックの助成手続きの簡素化はで
きないか。
市長 どのような処理が適切かを今一度確
認して簡素化できるところは簡素化してい
く。
問帯状疱疹ワクチン接種の助成について
他の自治体が行っているように上限を決め
て助成をしてはどうか。
市長 総社市の現状を踏まえてどのような
かたちで助成できるか検討していく。

問 SNS等を活用した市民の相談体制の
状況はどうか。
市長 現在の相談体制の多くは電話や対面
のみだ。各省庁が実施しているLINE相談
窓口とも連携できるものは活用し、市独自
の相談体制の構築については、市民のニー
ズを聞きながらSNS対応できるものに関
しては対応を検討したい。

問 G I GAスクール端末を活用した小中
学生の相談体制はとれているか。
教育長 健康観察や生活アンケートで端末
を活用した学校が増えてきている。紙アン
ケートと違い、早く集計することができるの
で早期の相談・対応に繋ぐことができている。

問既存集落維持型地区計画とはどういっ
た制度で目的は何か。
市長 市街化調整区域で住宅建築可能な
ルールづくりをする住民提案型の制度で、
集落コミュニティの維持を目的とする。
問地区計画は市街化調整区域であればど
こでも可能なのか。
市長 農振農用地など他法令により住宅建
築が行えない区域や、土砂災害警戒区域な
ど危険な区域には作成できない。
問新聞のインタビューで「農振地域につ
いても地区計画を考える」と発言されたが、
農用地以外という意味であったか。
市長 原則論としては農用地を外すという
ことになるが、農林水産省に直談判する、
特別に政治的な配慮を求めるといったこと
もあるとは思う。
問地区計画のために農振除外できるのか。
市長 できない。農振除外には厳格な要件
がある。また、除外後に他法令に適用する
ことも条件になる。
問市街化区域に隣接する地域だけでなく、
周辺の地域についても、地区計画やその他
の方法で開発を行っていくつもりはあるか。
市長 地区計画可能な地域であれば進めて
いく。その他の地域については難しいが、
中央省庁にお願いすることも含め、前向き
にがんばるしかないと思っている。

市長の政治姿勢について
問令和になり条例も含め３年連続の議案
否決だが、要因は何と考えているか。
市長 私がスピード感を求め過ぎ、事前の
準備が不十分であったことだと思う。
問議案や条例は内容が重要であり、急ぐ
必要は全くない。可決は当然という唐突な
提案に問題があると思うがどうか。
市長 さまざま不備な点があり、議会への
提出過程においても配慮が不足していた。
反省する面も多く、今後は改める。
職員対応について
問市長のトップダウンのスタンスでは、
市政推進の原動力である職員のやる気はな
くなる。現場の声を聴き、思いやりと謙虚
さを備えた市政運営を望むがどうか。
市長 肝に銘じて頑張ってまいる。職員の
意見を聴く場も設けるよう検討する。
窓口業務について
問新築住宅の開発許可には各課の審査の
ためかなりの日数を要する。過去に最後に
なってトラブルがあったと聞くが事実か。
建設部長 非常に稀な制約が判明し、不許
可にせざるを得なかった。
問最初の窓口で全体がチェックできる体
制を整えるべきと思うがどうか。
市長 大変ご迷惑をおかけした。早速
チェックリストを作成し、改善に取り組む。
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問 問問 問

答 答答 答

仁　熊　　　進

　　大切な教育活動
であると認識してい
る

　　学校給食は子ど
もにとって大切な授
業の一環と考えるが
市長の見解はどうか

溝 手 宣 良

　　地域の方々、地
域を代表する方々が
行うことになる

　　地震等の事前避
難が不可能な災害が
発生した時、避難所の
開設は誰が行うのか

頓 宮 美 津 子

　　小・中学校の女
子トイレに、生理用
品を設置してはどう
か

　　検討して、6月
議会に答えを出す

深 見 昌 宏

　　今後南北道の整
備はこれからの総社
のためにしなければ
ならない課題である

　　国道180号バイ
パスに接続する南北
道についてどう考え
ているか

学校給食について
問本市において給食費の減免の措置は行
われているか。
教育長 令和4年度まで1食あたり30円
の減免が行われていたが、令和4年度限り
で打ち切りになる。
問学校給食費の無償化は考えられないか。
市長 岸田総理にお会いして国費で賄って
もらえるようお願いしてきたところである
が、毎年多額の費用が継続しているので慎
重に対応していかなければと思っている。
物価高に対する支援について
問燃油高は軽貨物運送事業者の方は生活
に直結した問題であるので、大型貨物運送
事業者と同じように支援していただきたい。
市長 今後補助を行う機会があれば、軽貨
物運送事業者の方々も補助対象にする方向
で考えていきたい。
問物価対策応援券は経済的理由や環境に
よって買えない人がいるが、公平な分配方
法は考えられないか。
市長 そのような方がいることは承知して
いる。何らかの形で熟慮していきたい。
インボイス制度について
問登録していない業者を入札から除外す
るようなことはないか。
市長 登録しているしていないで区別する
ようなことはしない。

危機管理について
問「こくっち」の普及状況と受信状態は
どうか。受信できない所はあるのか。
市長 550台で市内ほぼ全域をカバーし
ている。公式L I NE等で補っている。
問アナログの屋外同報系防災行政無線拡
声器も必要と思うがどうか。
市長 多額の費用を要すためやめたが、サ
イレンは大事と思っている。
問事前避難が不可能な災害発生時の避難
所開設は、誰が行うのか。
市長 地域の方々が行なうことになる。
問福祉避難所への避難方法が分かりにく
いがどうか。
市長 ハザードマップの内容を書き直す。
まちづくりについて
問 180号バイパス沿線開発や東部地域
への下水道配備、県大周辺市街化や農地取
得の下限面積要件撤廃に乗じた移住定住促
進等を掲げ、10万人都市を目指さないか。
市長 実現困難なものもあるが、あらゆる
可能性を模索し積極的に開発したい。
問吉備路マラソンの目的は何か。
市長 総社市を元気付けるためだ。皆が楽
しめる大会にしたい。
問仕方なくボランティアに参加している
人が、一定数いることをどう思うか。
市長 自主性を大事にする。

問「生理の貧困」
が叫ばれて全国に輪
が広がったが、貧困
だけではなく様々な
要因で子どもたちが
困っている。子ども
たちの声なき声に応

え、安心して勉強できる環境にするために
学校のトイレに設置してはどうか。
市長 内容は理解した。６月議会で答える。
デジタル技術の活用について
問マイナンバーカード申請が進んでいる
が、市民サービスの向上を目指して「書か
ない窓口」に取り組んではどうか。
市長 やっていきたいと思っている。
問デジタル障がい者手帳をすすめては。
市長 すすめたいと思う。
幼稚園教育の魅力化について
問給食サポーター制度を設けてはどうか。
教育長 評議員・愛育委員等の皆様に声を
かけているがさらに広げていきたい。
問防災の日等の給食に非常食を加えて、
防災の意識を高めてははどうか。
教育長 防災教育の一環として検討する。
問英語特区で効果が立証されている英語
をすべての幼稚園で実施してはどうか。
市長・教育長 全域的に英語を学ぶことは
大事だと思うが、よく相談して検討する。

問刑
おし

部
かべ

三須線についてどう考えているか。
市長 東総社中原線につながる南の350m
部分は令和５年度中に開通予定である。北
の長年にわたっての課題である県道総社足
守線に接続する桃太郎線をオーバーする部
分については、通学路になっている県道の
バイパスと位置づけ県に要望しているとこ
ろである。
問南北道が整備されることによっての波
及効果はどうなるか。
市長 交通の利便性がアップすること以外
に市街化区域の線引きをもう一度確認して、
県や国に対してお願いをしていかなければ
ならないと思う。
問西阿曽地域の地域未来投資促進法に関
わる企業誘致は現在どうなっているか。
市長 全体で16.5haあるが10haを岡山土
地倉庫が令和５年12月に着工予定であるが、
3.4ha前田物流サービスが申請をしていた
が取り下げられている。残った土地につい
ては早急に埋めていければと思っている。

一
般
質
問
（
一
般
質
問
の
ペ
ー
ジ
は
質
問
し
た
議
員
本
人
の
原
稿
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。）※
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
と
各
議
員
の
一
般
質
問
の
録
画
放
送
に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。
通
信
料
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

一
般
質
問
（
一
般
質
問
の
ペ
ー
ジ
は
質
問
し
た
議
員
本
人
の
原
稿
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。）※
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
と
各
議
員
の
一
般
質
問
の
録
画
放
送
に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。
通
信
料
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

一
般
質
問



13 12
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問 問問 問

答 答答 答

　　晩婚化、未婚化
が進んでいる中で、
今後、結婚に伴うお祝
いは考えられないか

　　大切なことであ
り、何ができるか総
合的な結婚に結びつ
くよう考えたい 髙 谷 幸 男 太 田 善 介

　　タイミングを見
ながら、やるべきは
やっていきたい

　　ホームページの
リニューアル時期は
決まっているのか

岡 崎 亨 一

　　企業を支援しな
がら総社市として何
ができるか検討した
い

　　Uターン・Iター
ンする学生の奨学金
返還支援はどうか

小 野 耕 作

　　スケジュールが
決まり次第、地元へ
の説明会を開催した
い

　　今後の軽部川改
修計画やスケジュー
ルはどうか

小型無人航空機ドローンについて
問防災・災害、南海巨大地震に対応のド
ローンの活用はどうか。また、各機関との
連携をどのように考えるか。
消防長 現有の２機により火災のみでなく、
災害の把握・行方不明者の捜索・各種調査
などで使用しており、更に装備なども考え
たい。また連携協定もあり更に対応したい。
少子化対策について
問令和５年度から中学校卒業までの医療
費を無償化としているが、他の自治体では
18歳あるいは20歳まで延長していること
から、「子育て王国」の標榜に合わせ、更
なる支援が必要と思われるがどうか。
市長 令和5年度の制度を見ながら検討を
加えていきたい。
観光対策について
問創業以来満20年を迎えた国民宿舎サ
ンロード吉備路の老朽化に伴う早期改修計
画が必要と思うがどうか。
市長 創業当時の建設借入金の償還も完済
した。リフォームなどの計画を立て、更に
20周年記念イベントを何か考えたい。
スポーツ選手の顕彰について
問 56年ぶりに全国高校総体優勝をはじめ、
数々の優秀な戦績と多くの選手の目標であ
る、吉川天

そら

乃
の

選手の顕彰は考えられないか。
市長 何らかの形で検討したい。

総社市のホームページについて
問ホームページの目的の情報が検索結果
に反映されないがどうか。
市長 現在、検索機能に不具合があるよう
である。
問現在のデザインが制作された時期はい
つか。
市長 平成26年４月にリニューアルはし
ているが、デザインが古い事は否めない。
問 ウェブアクセシビリティー（ホーム
ページなどのバリアフリーな環境）につい
てどういった取組をしているか。
市長 CMS（コンテンツマネージメント
システム）を使って音声読み上げや色のコ
ントラストを調整しているが、最新のアク
セシビリティーには対応していない。
未就学児の子どもを預かる施設・事業につ
いて
問人口減少地域の幼稚園や保育園をどの
様に運営して行くのか。
教育長 幼稚園は地域の教育の拠点なので、
できるだけ統廃合はしたくない。
問市長は幼稚園に力を入れているがなぜ
幼稚園なのか。
市長 特別に幼稚園だけだという訳ではな
いが、幼稚園の設置主体は市であり責任が
ある。

問国の結婚支援事業の検討はどうか。
市長 前向きには考えたい。カップリング
の会も安全性を確保して復活させたい。
ボランティア支援について
問歩得、リン得などの取組が地域活性化
につながっている例があるが、ボランティ
ア活動をポイントとするボランティアポイ
ント制度を導入してはどうか。
市長 予算を伴う通常の市内で使えるボラ
ンティアポイントと予算をあまり伴わない
総社を発信してもらう地域貢献ポイントを
合わせた総社流で考えたい。
宅地耐震化推進事業について
問総社市内の大規模盛土造成地マップが
公表されたが、安全性の調査はどうなって
いるか。
市長 市内には大規模盛土造成地は、34
か所ある。
建設部長 令和４年度に目視で現地調査を
行った。安全ではない所は、令和５年度に
ボーリング調査をして宅地所有者と話をし
ていく。
問大規模盛土造成地滑動崩落防止事業の
内容はどうか。市は逃げずに関わっていく
のか。
市長 国の関わり方を確認して市の対応を
考えることになる。市民の安心・安全のた
めに逃げずに関わっていく。

軽部川の現状について
問軽部川の逆勾配を解消しないと抜本的
な対策にならないと思うが、現状について
どう考えているのか。
市長 一部浚

しゅん

渫
せ つ

工事を行ったものの、逆勾
配を解消しないと状況は変わらない。令和
５年１月23日に、国・県・市で軽部川に
ついて協議を行った。平成30年７月豪雨
と同量の雨量でも越水しない方法、ポンプ
の能力確保について戦略を練っていきたい。
問老朽化したポンプの更新が必要だと思
うが、今の排水能力で十分か。
市長 十分ではない。ポンプの更新を国に
要望していきたい。
スクールソーシャルワーカーについて
問令和元年度から令和３年度までの市内
中学校の不登校生徒数はどうか。
教育長 不登校は増加傾向にあり、学校で
の対応が難しくなっている。
問市でスクールソーシャルワーカーを独
自採用できないか。
教育長 問題解決には幅広い連携と広い視
野が必要となる。問題解決の方法の一つと
して検討していきたい。
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た
と
文
教
福
祉
分
科
会
委
員
長
か

ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
本
委
員

会
で
は
委
員
か
ら
病
院
施
設
整
備

補
助
事
業
に
つ
い
て
修
正
案
が
提

出
さ
れ
、
討
論
が
あ
っ
た
た
め
起

立
採
決
の
結
果
、
起
立
少
数
に
よ

り
、
修
正
案
は
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
原
案
に
つ
い
て
起
立
採
決
の

結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
原
案
を

可
決
す
る
こ
と
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
本
件
に
つ
い
て
、
原
案

を
可
決
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し

た
が
、
市
と
当
該
医
療
機
関
は
市

が
希
望
す
る
医
療
機
能
が
継
続
で

き
る
よ
う
、
お
互
い
に
状
況
報
告

や
情
報
交
換
を
定
期
的
に
実
施
し
、

年
に
一
度
、
議
会
へ
そ
の
報
告
を

求
め
る
も
の
及
び
、
今
一
度
、
市

内
の
医
療
提
供
体
制
の
状
況
を
精

査
し
、
今
後
の
医
療
提
供
体
制
の

向
上
を
図
る
た
め
に
必
要
な
対
象

機
能
を
見
直
し
た
上
で
、
適
正
な

事
業
に
努
め
る
よ
う
求
め
る
附
帯

決
議
案
が
提
出
さ
れ
、
起
立
多
数

に
よ
り
附
帯
決
議
を
付
す
る
こ
と

に
決
定
し
ま
し
た
。

信
号
機
に
つ
い
て
移
設
等
を
行
う
。

問
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
路
面

標
示
施
設
に
つ
い
て
、
４
年
程
度

で
約
１
千
万
円
を
か
け
補
修
を
す

る
の
で
あ
れ
ば
、
違
う
や
り
方
が

良
い
の
で
は
な
い
か
。

答
数
年
で
劣
化
し
な
い
よ
う
、

既
存
の
チ
ュ
ッ
ピ
ー
シ
ー
ル
に
つ

い
て
は
撤
去
し
、
コ
ー
ス
の
角
々

に
石
板
を
設
置
す
る
予
定
で
あ
る
。

一
般
会
計
予
算
審
査
特
別

委
員
会

　
各
分
科
会
に
お
い
て
令
和
５
年

度
一
般
会
計
予
算（
議
案
第
28
号
）

の
審
査
が
行
わ
れ
、
各
委
員
長
か

ら
そ
の
審
査
経
過
に
つ
い
て
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

　
文
教
福
祉
分
科
会
で
は
、
取
り

ま
と
め
を
行
う
段
階
で
委
員
か

ら「
薬
師
寺
慈
恵
病
院
に
対
す
る

債
務
負
担
行
為
に
つ
い
て
、
長
野

病
院
の
建
て
替
え
後
、
検
証
し
た

上
で
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、

長
野
病
院
に
対
す
る
、
病
院
施
設

整
備
補
助
事
業
自
体
を
見
直
す
べ

き
で
あ
る
。」と
の
意
見
が
あ
っ

条
例
の
制
定
に
つ
い
て（
議
案

第
16
号
）

問
今
回
の
改
正
に
よ
っ
て
企
業

に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
。

答
緑
地
面
積
や
環
境
施
設
面
積

を
確
保
す
る
た
め
に
従
業
員
の
駐

車
場
ま
で
も
制
限
さ
れ
て
い
た
が
、

緑
地
面
積
、
環
境
施
設
面
積
率
が

緩
和
さ
れ
た
分
、
駐
車
場
や
、
生

産
施
設
の
面
積
と
し
て
確
保
で
き

る
よ
う
に
な
る
。
工
場
立
地
法
が

適
用
と
な
る
企
業
に
は
敷
地
を
有

効
に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

■
一
般
会
計
予
算
審
査
特
別
委
員

会
産
業
建
設
分
科
会

◎
令
和
５
年
度
一
般
会
計
予
算

（
議
案
第
28
号
）（
所
管
部
分
）

問
元
町
井
手
本
線
改
良
工
事
は
、

工
期
は
何
期
に
渡
る
か
、
ま
た
完

成
は
い
つ
か
。
信
号
機
は
ど
こ
に

移
設
さ
れ
る
か
。

答
工
期
は
令
和
５
年
度
及
び
令

和
６
年
度
の
２
箇
年
で
実
施
予
定

で
あ
る
。
信
号
機
は
新
設
が
１
本
、

移
設
が
３
本
で
、
中
央
井
手
本
線

の
橋
本
金
物
店
付
近
や
、
商
店
街

通
り
、
国
道
１
８
０
号
線
沿
い
の

た
と
思
う
が
、
な
ぜ
そ
う
し
な
い

の
か
。

答
別
表
を
変
え
よ
う
と
す
る
場

合
、
専
門
家
の
意
見
を
聴
取
し
な

が
ら
、
あ
る
程
度
の
期
間
を
と
っ

て
、
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

が
、
薬
師
寺
慈
恵
病
院
は
現
在
既

に
建
替
え
の
計
画
段
階
と
な
っ
て

お
り
、
こ
の
機
に
支
援
を
す
る
必

要
が
あ
る
。
ま
た
、
薬
師
寺
慈
恵

病
院
は
現
在
こ
れ
ら
の
機
能
を
既

に
担
っ
て
お
り
、
長
野
病
院
の
建

替
え
後
も
、
こ
れ
ら
の
機
能
を
維

持
し
、
高
め
て
い
た
だ
く
必
要
が

あ
る
。
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
病
院
の
強

み
に
違
い
が
あ
る
の
で
、
全
く
同

じ
病
院
が
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

産
業
建
設
委
員
会

　
当
委
員
会
で
審
査
し
た
案
件
は
、

２
月
定
例
会
で
は
議
案
16
件
、
陳

情
１
件
で
あ
り
、
全
て
原
案
ど
お

り
可
決
し
ま
し
た
。（
陳
情
１
件

は
不
採
択
）

　
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
２
月
定
例
会
》

●
総
社
市
工
場
立
地
法
地
域
準
則

一
般
質
問

委
員
会
活
動
報
告

委
員
会
活
動
報
告

さ
れ
た
開
校
準
備
委
員
会
に
お
い

て
検
討
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
他

に
も
あ
っ
た
が
、
教
育
委
員
会
に

お
い
て
地
域
性
、
馴
染
み
の
あ
る

昭
和
五
つ
星
学
園
義
務
教
育
学
校

と
い
う
名
称
に
決
定
さ
れ
た
。

■
一
般
会
計
予
算
審
査
特
別
委
員

会
文
教
福
祉
分
科
会

◎
令
和
５
年
度
一
般
会
計
予
算

（
議
案
第
28
号
）（
所
管
部
分
）

問
吉
備
路
マ
ラ
ソ
ン
に
つ
い
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
の
方
法
を
考

え
る
必
要
が
あ
り
、
警
備
費
な
ど

の
増
額
が
見
込
ま
れ
る
が
、
こ
の

予
算
額
で
足
り
る
の
か
。

答
現
段
階
で
は
、
物
価
高
騰
だ

け
を
考
慮
し
た
金
額
を
計
上
し
て

お
り
、
こ
の
金
額
で
実
施
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
債
務
負
担
行
為
の
病
院
施
設

整
備
補
助
事
業
に
つ
い
て
、
補
助

要
綱
の
別
表
に
掲
げ
る
６
項
目
の

機
能
を
有
し
た
病
院
が
２
つ
で
き

る
こ
と
に
な
る
。
長
野
病
院
の
建

替
え
が
終
わ
り
、
６
項
目
の
機
能

を
検
証
し
た
上
で
、
薬
師
寺
慈
恵

病
院
に
お
願
い
す
る
方
法
も
あ
っ

を
１
５
０
万
円
増
額
し
て
い
る
。

そ
の
他
は
人
口
配
分
や
自
主
防
災

組
織
の
増
加
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

問
雪
舟
く
ん
シ
ス
テ
ム
改
修
委

託
料
は
、
新
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す

る
こ
と
で
何
か
変
わ
る
か
。

答
新
た
な
シ
ス
テ
ム
で
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
活
用
が
可
能
な
も
の

を
検
討
し
て
い
る
。

文
教
福
祉
委
員
会

　
当
委
員
会
で
審
査
し
た
案
件
は
、

２
月
定
例
会
で
は
議
案
16
件
で
あ

り
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

　
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
２
月
定
例
会
》

●
総
社
市
立
学
校
条
例
及
び
総
社

市
立
幼
稚
園
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て（
議
案
第
10
号
）

問
名
称
を
昭
和
五
つ
星
学
園
義

務
教
育
学
校
に
決
定
す
る
ま
で
の

過
程
で
、
全
員
一
致
で
意
見
は
ま

と
ま
っ
て
い
た
の
か
。

答
昭
和
五
つ
星
学
園
義
務
教
育

学
校
と
い
う
名
称
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
地

域
の
方
、
学
校
関
係
の
方
で
組
織

価
を
す
べ
て
ク
リ
ア
し
て
い
る
か
。

答
国
が
示
す
普
通
交
付
税
の
単

価
は
、
団
員
は
同
額
で
、
他
の
階

級
に
つ
い
て
は
全
て
国
が
示
す
単

価
を
ク
リ
ア
し
て
い
る
。

●
令
和
４
年
度
総
社
市
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
11
号
）（
議
案
第

24
号
）（
所
管
部
分
）

問
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
の
歳

入
見
込
み
金
額
は
ど
の
よ
う
に
積

算
し
て
い
る
の
か
。

答
目
標
を
高
く
見
込
ん
で
い
た

が
、
実
績
見
込
み
に
よ
り
減
額
補

正
を
し
た
。

■
一
般
会
計
予
算
審
査
特
別
委
員

会
総
務
生
活
分
科
会

◎
令
和
５
年
度
一
般
会
計
予
算

（
議
案
第
28
号
）（
所
管
部
分
）

問
テ
レ
ビ
電
波
障
害
補
償
費
と

は
ど
う
い
っ
た
も
の
か
。

答
高
層
の
庁
舎
建
設
に
伴
い
、

電
波
受
信
が
悪
く
な
る
方
に
対
し

て
、
ア
ン
テ
ナ
の
調
整
等
を
行
う

た
め
の
も
の
で
あ
る
。

問
地
域
づ
く
り
自
由
枠
交
付
金

の
予
算
増
額
分
は
何
か
。

答
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
交
付
金

総
務
生
活
委
員
会

　
当
委
員
会
で
審
査
し
た
案
件
は
、

１
月
臨
時
会
で
は
議
案
３
件
、
２

月
定
例
会
で
は
議
案
12
件
で
あ
り
、

す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し

た
。

　
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
１
月
臨
時
会
》

●
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て（
総
社
市
新
庁
舎（
庁
舎
棟
・

議
会
棟
）建
設
工
事【
建
築
主

体
工
事
】）

問
標
準
工
期
が
24
か
月
必
要
と

思
う
が
、
合
併
特
例
債
の
期
限
に

間
に
合
う
の
か
。

答
標
準
工
期
24
か
月
で
完
成
を

予
定
し
て
い
る
が
、
当
初
の
工
期

設
定
が
令
和
６
年
度
内
に
収
ま
っ

て
い
れ
ば
、
や
む
を
得
な
い
繰
越

は
認
め
ら
れ
る
。

《
２
月
定
例
会
》

●
総
社
市
消
防
団
員
の
報
酬
及
び

費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て（
議
案
第
５

号
）

問
総
務
省
が
示
し
た
交
付
税
単
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そ
う
じ
ゃ
議
会
だ
よ
り

令
和

５
年

５
月

１
日

発
行

ベ
ジ
タ
ブ
ル
イ
ン
ク
を

使
用
し
て
い
ま
す
。

発
行

／
総

社
市

議
会

　
編

集
／

広
聴

広
報

委
員

会
電

話
 0866（

92）8332　
Eメ

ー
ル

 gikai@
city.soja.okayam

a.jp
総

社
市

議
会

公
式

フ
ェ

イ
ス

ブ
ッ

ク

ウ
グ
イ
ス
や
メ
ジ
ロ
な
ど
が

飛
び
始
め
、
だ
ん
だ
ん
と
春
め

い
て
き
ま
し
た
。
3
年
続
い
た

コ
ロ
ナ
も
落
ち
着
き
始
め
、
マ

ス
ク
を
外
し
て
の
生
活
が
だ
ん

だ
ん
と
戻
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
春
か
ら
総
社
市
の
新
庁

舎
の
建
設
が
始
ま
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
延
期
さ
れ
て
い
た

マ
ラ
ソ
ン
大
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

も
感
染
に
気
を
つ
け
な
が
ら
開

催
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

新
入
生
や
新
社
会
人
、
新
し

い
事
、
新
し
い
環
境
、
新
た

に
始
め
る
に
は
絶
好
の
春
で
す
。

広
聴
広
報
メ
ン
バ
ー
も
新
た
な

気
持
ち
で
新
た
な
紙
面
を
作
る

こ
と
に
尽
力
し
て
い
ま
す
の
で
、

今
後
も
お
手
に
と
っ
て
読
ん
で

い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

（
太
田
善
介
）

編

集

後

記

◆
広
聴
広
報
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー

は
次
の
と
お
り
で
す
。

委
員
長　
山
口　
久
子

副
委
員
長　
小
野　
耕
作

委　
　
員　
山
名　
正
晃

委　
　
員　
太
田　
善
介

委　
　
員　
荒
木
将
之
介

委　
　
員　
三
上　
周
治

委　
　
員　
岡
崎　
亨
一

復興に向けて・その軌跡（Vol.13）
災害の記憶と記録を風化させない

平
成
30
年
西
日
本
豪
雨
災

害
か
ら
間
も
な
く
５
年
が
経

過
し
ま
す
。
甚
大
な
被
害
を

受
け
た
高
梁
川
流
域
地
域
で

は
、
順
調
に
工
事
が
進
ん
で

い
ま
す
。
無
堤
防
地
域
に
は

新
し
く
設
置
さ
れ
よ
う
と
し

て
い
る
堤
防
の
姿
が
見
え
て

き
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
工

事
が
完
成
す
れ
ば
水
害
の
被

害
は
軽
減
で
き
る
と
期
待
し

ま
す
。

先
日
、
ト
ル
コ
周
辺
で
起

き
た
大
地
震
で
は
甚
大
な
被

害
と
多
数
の
犠
牲
者
が
出
て

い
ま
す
。
報
道
で
知
る
だ
け

で
す
が
、
地
震
に
よ
っ
て
何

百
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て
地

割
れ
し
た
映
像
を
見
る
と
改

め
て
地
震
の
怖
さ
を
認
識
さ

せ
ら
れ
ま
す
。

近
い
将
来
、
発
生
が
予
測

さ
れ
て
い
る
南
海
ト
ラ
フ
地

震
で
岡
山
県
南
部
は
、
最
大

で
震
度
６
強
に
襲
わ
れ
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
県
の
推

計
で
は
約
３
１
０
０
人
が
死

亡
し
、
建
物
約
３
万
棟
が
全

半
壊
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

先
日
、
阿
曽
地
区
で
行
っ

た
防
災
訓
練
で
地
震
体
験
車

両
で
震
度
６
強
を
体
験
し
ま

し
た
が
、
あ
の
揺
れ
が
暗
い

時
間
に
突
然
や
っ
て
き
た
ら

と
想
像
す
る
と
恐
怖
で
し
か

な
い
と
思
い
ま
す
。
地
震
と

風
水
害
は
違
い
ま
す
が
、
災

害
へ
の
備
え
は
共
通
点
が
多

い
と
思
い
ま
す
。

平
成
30
年
西
日
本
豪
雨
災

害
を
経
験
し
た
我
々
総
社
市

民
は
、
災
害
の
記
憶
と
記
録

を
決
し
て
忘
れ
る
こ
と
な
く

一
人
も
犠
牲
者
を
出
さ
な
い

よ
う
、
先
ず
は
身
近
な
と
こ

ろ
か
ら
の
点
検
と
備
え
を
し

な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
三
上
周
治
）作原付近

福谷付近 日羽付近


